
お客様本位の業務運営に関する取組状況 

 

２０２０年７月２８日 

 

しんきんアセットマネジメント投信株式会社 

 

 当社は、２０１７年１１月に制定した「お客様本位の業務運営に関する取組方針」およ

び「お客様本位の業務運営に関するアクションプラン」に基づき、お客様本位の業務運営

に向けた取組みを推進しております。 

 ２０１９年度における取組みについて、次のとおりご報告させていただきます。 

 

１．お客様の最善の利益の追求 

 ・当社は、２０１９年度からスタートした中期経営計画（２０１９～２０２１年度）に

おいて、お客様に一番信頼される運用会社を目指すことを掲げ、お客様本位の業務運

営を徹底し、お客様の多様な運用ニーズに対し、常に最適なソリューションを提供で

きるよう、運用会社としての課題解決能力の向上に努めております。また、お客様へ

のサービス向上の基盤となる内部態勢の整備も併せて実施しております。 

 

 ・投資先企業との建設的な「目的を持った対話」の強化を目指し、企業との個別ミーテ

ィングの実施等、積極的にエンゲージ活動を実施するとともに、適切な議決権行使を

通じて投資先企業の価値向上に努めています。なお、議決権行使の結果については、

２０１９年８月に当社ホームページにおいて個別開示を実施しております。 

   ＜企業対話数＞ 

２０１７年度 ２０１８年度 ２０１９年度 

１００社 ２１５回 １０４社 ２２６回 ９６社 １９１回 

 

・運用手法等に関する調査・研究を継続的に実施しており、運用ノウハウの改善および

向上に資するため、運用対象・手法に関する情報収集に努めるとともに、当該情報に

ついて運用部門内で常に共有される体制を敷いております。 

 

 ・商品品質の維持・向上のため、運用部門から独立したリスク管理部門である経営管理

部が、日次・月次で運用内容をモニタリングし、モニタリング結果を月次でコンプラ

イアンス・運用管理委員会に報告しております。 

また、パフォーマンス評価については、月次で投資政策委員会に報告しております。 

 

 



※コンプライアンス・運用管理委員会 

 当社のコンプライアンス、信託財産の運用リスクおよび事務リスクの管理に関する重要事項の決定機関 

※投資政策委員会 

 当社の運用業務に係る基本的な事項である運用方針、運用戦略および商品開発に関する重要事項の決定機関 

 

 ・お客様にとって最良の条件で取引を執行するため、ブローカーの選定および評価につ

いて、発注・引合目標値に基づき管理しております。 

 

 ・適切かつ効率的に議決権を行使し、お客様の利益を図るため、業績および財務状況に

よる剰余金処分・役員報酬額の判断基準を設定し、社外取締役・社外監査役の独立性

基準を厳格化するなど、議決権行使におけるスクリーニング基準の一部見直しを実施

しております。 

 

２．利益相反の適切な管理 

 ・お客様と当社等の利益相反を適切に管理するため、利益相反のおそれのある取引の類

型および当該取引の特定のプロセス等を含む「利益相反管理規程」を制定し、その概

要を「利益相反管理方針」としてホームページに公表しており、当該方針に沿って適

切に管理しております。また、利益相反管理に係る知識水準を維持、向上させるため、

全役職員に対し研修を実施しております。 

 

３．手数料の明確化 

 ・交付目論見書において、お客様が直接的および間接的に負担する費用を開示するとと

もに、請求目論見書にも手数料等および税金を明確に記載し、各々の目論見書を当社

ホームページに掲載しております。販売用資料についても、交付目論見書と同様に記

載しております。また、運用報告書において、経費率に係る表および円グラフを記載

するなど、経費率を開示しております。 

 

４．重要な情報の分かりやすい提供 

 ・お客様にとって分かりやすい資料による情報提供を行うため、ホームページに掲載し

たすべての投資レポートについて、内容に関係する図表を使用して作成しております。

また、お客様にとって見やすい資料による情報提供を行うため、交付目論見書にユニ

バーサルデザインを導入しております。 

※ユニバーサルデザイン 

文字の大きさや配置、色合いなどを調整し、従来より見やすく、わかりやすくしたデザイン 

 

 ・お客様の投資判断に役立つ情報を提供するため、お客様を対象にした資産運用セミナ



ーに講師を派遣するとともに、販売会社の投信窓販担当者を対象とした勉強会のため

に、資料の作成および講師の派遣を実施しております。 

   ＜講師派遣回数＞ 

 ２０１７年度 ２０１８年度 ２０１９年度 

お客様向け資産運用セミナー １２９回 １４４回 １３３回 

投信窓販担当者向け勉強会 ２４０回 ２２４回 ２４８回 

  

・国内外市場の動向や政治・経済情勢に加え、海外取材により収集した現地情報などの

タイムリーな情報をお客様にお届けするため、「投資環境」（当社ストラテジストが執

筆するマーケット動向や投資戦略等についてのレポート）、「トピックス」（当社エコノ

ミストが執筆する内外経済動向、金融政策および政治動向についてのレポート）を発

信しております。 

   ＜発信回数＞ 

 ２０１７年度 ２０１８年度 ２０１９年度 

投資環境 ４８回 ４９回 ３１回 

トピックス ４３回 ４５回 ４６回 

 

５．お客様に最適な商品・サービスの提供 

 ・商品ラインアップの拡充の一環として、企業型確定拠出年金向け追加型公募投信「し

んきんフコクＥＳＧ日本株式ファンド」、個人型確定拠出年金向け追加型公募投信「し

んきんＤＣ日経２２５株式ファンド」ならびに既存の毎月決算型ファンドの１年決算

型商品である追加型公募投信「しんきん３資産ファンド（１年決算型）」および「しん

きんグローバル６資産ファンド（１年決算型）」を設定しております。 

 

 ・販売会社である信用金庫への訪問活動等を通じて、お客様の運用ニーズの把握に努め

ております。 

 

６．お客様本位の業務運営を徹底するための枠組みの整備 

 ・お客様本位に係る取組み等に尽力した職員を評価の対象とする社内表彰制度を設計し

２０２０年度に導入するなど、お客様本位が企業文化として定着するよう努めていま

す。 

 

 ・当社が制定した「お客様本位の業務運営に関する取組方針」および「お客様本位の業

務運営に関するアクションプラン」について、全役職員に対し研修を実施しており、

お客様本位の徹底を図っております。 


